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令和５年度竜王町教育行政基本方針 

 

夢と志を持ち未来に向かってたくましく生き抜く人づくり 

～キラリと光る教育で竜王の人づくり・まちづくり～ 

 

令和４年度も長引くコロナ禍により、様々な制約を受ける中ではありましたが、竜王町

教育委員会では、事務局と学校・園・給食センターや公民館・図書館とこれまで以上に連携

を密にしながら、「発想の転換」「柔軟な対応」を合言葉に、知恵を絞りアイデアを出し合

いながら学校教育、社会教育にかかる行事、体験活動、人と人をつなぐ事業等の推進に努め

てきました。 

 

延期、規模縮小等コロナ禍の動向もあって、年度当初の計画通りには行かなかったこと

もありましたが、できる限りの感染症対策を講じて竜王ならではの活動や竜王だからこそ

できる事業に取り組むことができ、次のような成果を上げることができました。 

 

まず、学校教育分野では、全国学力学習状況調査小学校の国語、算数、理科のすべての教

科において全国平均を上回ることができました。この結果は、「竜チャレでキラリと光る竜

王教育」を合言葉に、町を挙げて両小学校で継続して取り組んでいる徹底反復学習竜王チ

ャレンジタイムの成果であると実感することができました。 

 

併せて、町の自主公開アピール事業指定校として位置付けている竜王小学校、竜王西小

学校において、算数科を窓口とした校内研究の成果が学力調査の結果に出たことで、町と

して、また、学校として学力向上につながる実践研究の重要性を改めて共通認識すること

ができました。 

 

また、令和２年度から約２年間をかけて体制整備を進め、町として初めての認定こども

園を、予定通り令和４年４月に開園することができました。さらに、数年来の課題であった

アレルギー対応食が提供できる設備を令和４年の夏季休業中に給食センター施設内に整備

することができ、２学期以降順次アレルギー対応食を提供することができるようになりま

した。 

 

一方、社会教育分野では、令和２年度以降３年連続して、国の「早寝早起き朝ごはん」推

進校事業の委託を受け、町内小中学校と教育委員会および保護者が連携して取り組みまし

た。この継続した取組の成果が認められ、「令和４年度優れた『早寝早起き朝ごはん』運動

の推進にかかる文部科学大臣表彰」を受賞することができました。 

また、竜王町地域学校協働本部と竜王西小学校学校運営協議会の「ふるさと学習推進プ
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ロジェクト」の取組が「コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進」にかか

る文部科学大臣表彰に選ばれました。このように全町体制での竜王町２つの取組が全国区

で認められました。 

 

社会体育分野においては、令和７年の滋賀国民スポーツ大会のスポーツクライミング競

技の当町開催に向けて、竜王町準備委員会の設置、子ども向けボルダリング教室の開催、特

定強化選手の育成等の事業に取り組むとともに、国スポを契機にボルダリングを町のシン

ボルスポーツとすべく常設ボルダリング施設の整備を進め、令和４年 11 月 30 日に施設が

完成し、令和５年３月末に供用を開始する運びとなりました。公共施設としては、県下初の

県レベルの大会が開催可能であり、今後広く利活用を促進していきたいと考えているとこ

ろです。 

 

令和５年度はこうした令和４年度までの実績を踏まえ、更なる発想の転換や柔軟な対応

に努めつつ、学校教育と社会教育を車の両輪として、教育行政を力強く推進していきます。 

特に、滋賀国民スポーツ大会の開催、竜王小学校移転新築開校を目指す令和７年度に向

けて、令和５年度は「ホップ・ステップ・ジャンプ」の「ホップ」の年度と位置付け、３年

間のロードマップを作成する中、計画の初年度として、見通しを持ち進捗管理に努めなが

ら、様々な施策を一歩一歩着実に進めていく１年にしていきます。 

 

このことを前提に令和５年度も基本目標を 

「夢と志を持ち未来に向かってたくましく生き抜く人づくり」 

とします。また、キラリと光る教育の推進で竜王の人づくり、さらには、まちづくりの一翼

を一層担わなければとの強い思いから、 

「キラリと光る教育で竜王の人づくり・まちづくり」 

を合言葉とします。 

 

この「キラリと光る教育」には、「竜王ならではの教育、竜王だからこそできる教育、県

内外に自信を持って発信できる竜王の教育」をめざすという願いを込めています。 

また、県下「初」の取組(挑戦)、県下「ナンバー１」の取組(向上)、県下「オンリー１」

の取組(創造)を「キラリと光る教育」実現の柱として位置付け、様々な教育施策を推進し

ていきます。そして、令和４年度に引き続き、町内はもとより県内外への積極的な発信に

努めます。 

 

 これまで述べてきた基本目標や合言葉を具現化する礎となる基本理念を、「進取果敢」

とします。令和７年度という目標年度に向かって、自らが進んで新しい物事に取り組むこ

と、また、ロードマップや計画に従いためらうことなく決断し、行動することを最優先とし

ます。 
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 この基本目標、合言葉、基本理念を踏まえて、次の５つの行動方針を定めます。 

【 行動方針 】 

 その１ 個人の力と組織の力を生かした相乗効果により教育の質を高める 

その２ 県下「初」の取組(挑戦)、県下「ナンバー１」の取組(向上)、県下「オンリー

１」の取組(創造)を積極的に推進する 

その３ 「キラリ」を意識して県内外へ情報発信し、竜王教育の魅力をアピールする 

その４ 常に PDCA サイクルを回し改善を図る（特に「Ｄ→Ｃ」に留意する） 

その５ 時代を先読みし、課題に積極的に挑戦する教育行政を推進する 

 

この行動方針に基づき、乳幼児から高齢者まで、それぞれの世代の思いに寄り添う教育

の推進に努めます。特に、令和５年度は、 

 

① 子どもたちのたくましく生き抜く力を育む教育の更なる充実 

② 竜王小学校令和７年度移転新築開校に向けた諸準備の具体的な推進 

③ 令和７年開催の滋賀国民スポーツ大会に向けた計画的な準備と町を挙げて機運醸成 

④ コンパクトシティ化構想交流・文教ゾーンにおける教育関係施設等の整備検討 

 

という４大重点プロジェクトを計画的かつ一歩一歩着実に進めていかなくてはならないこ

とから、行動方針その４にあるように、事務事業の進捗管理に努める中、特にＤからＣ(実

行からチェック)に留意していきます。 

 

 次に、学校教育、社会教育の各分野における推進目標と重点目標を、以下のように定めま

す。 

学校教育分野においては、次の推進目標と４つの重点目標を定めます。 

 

【 推進目標 】 

「変化の激しい社会をたくましく生き抜く力を育む学校教育の推進」 

 

【 重点目標 】 

 その１ たくましく生き抜く力を育む学校教育の推進 

 その２ 心身の健やかな成長を保証する就学前教育・保育の推進 

 その３ 安全安心で笑顔があふれ、挨拶がこだまする学校・園経営 

その４ 子どもの力を引き出し伸ばす教職員の指導力と実践力の向上 

 

社会教育分野においては、次の推進目標と５つの重点目標を定めます。 
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【 推進目標 】 

「豊かな人生を自ら切り拓いていくための資質や能力を育む社会教育の推進」 

 

【 重点目標 】 

その１ 心豊かでたくましい青少年の健全育成 

その２ 人生 100 年時代、全ての人が主人公を演じる生涯学習の推進 

その３ 文化芸術の振興と文化財保護・活用の充実 

 その４ 明るく住みよいまちづくりをめざす人権教育の推進 

 その５ 「する・みる・ささえる」豊かなスポーツライフの推進 

 

以上、これまで述べてきた取組に対し、PDCA サイクルをしっかりと回し着実に推進して

いくために、教育委員会事務局と町長部局との一層の連携強化に努め、感染症の拡大等、厳

しい状況が続く中であっても、夢と志を持って、キラリと光る教育で竜王の人づくり・まち

づくりに力強く取り組んでいきます。 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《夢と志を持ち未来に向かってたくましく生き抜く人づくり》 

  

   

 

 《キラリと光る教育で竜王の人づくり・まちづくり》 



 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

   
  
 
 

 
 
 
 

1 たくましく生き抜く力を育む学校教育の推進 1 心豊かでたくましい青少年の健全育成 

(1) 確かな学力を育む教育の充実 (1) 青少年活動の支援と青少年の健全育成 
(2) 社会の変化を見据えた新しい学びの推進 (2) 家庭の教育力向上をめざす取組の充実 
(3) 豊かな心・規範意識を育む教育の充実 (3) スマホ依存度縮減にかかる啓発・取組の推進 
(4) 健やかな体の育成と体力の向上 ２ 人生 100年時代、全ての人が主人公を演じる生涯学習の

推進 

(5) 個に応じた特別支援教育の充実 (1) 地域学校協働本部と学校運営協議会の連携による人材

育成と未来の学校づくり・地域づくり 
(6) 家庭・地域との連携・協働による学校教育の推進 (2) 「つどう・まなぶ・むすぶ」公民館教室・講座の充実 
２ 心身の健やかな成長を保証する就学前教育・保育の 

推進 

(3) 第２期公民館基本計画の策定 

(1) 認定こども園における指導の充実 (4) 地域に開かれ親しまれる図書館の運営 
(2) 一人ひとりの園児に寄り添う教育・保育の充実 (5) 社会教育関係団体支援と人材・指導者の育成 
(3) 子育て支援の充実 ３ 文化芸術の振興と文化財保護・活用の充実 

３ 安全安心で笑顔があふれ、挨拶がこだまする学校・

園経営 

(1) 文化芸術活動の奨励と振興 

(1) 教育施設および教育環境の計画的な整備と充実 (2) 文化財保護活動の推進 
(2) 通学路の安全確保と生命尊重にかかる教育の充実 (3) 地域の歴史に親しむ機会の創出 
(3) 食育の充実と安全安心で特色ある学校給食の推進 ４ 明るく住みよいまちづくりをめざす人権教育の推進 
(4) ふれあい相談発達支援センターとの連携による相

談・支援の充実 
(1) 人権尊重のまちづくりの推進 

４ 子どもの力を引き出し伸ばす教職員の指導力と実

践力の向上 

(2) 学校・家庭・地域・行政の連携による人権教育の推進 

(1) 教職員一人ひとりの教師力、学校・園全体の組織力

の向上 
(3) 人権意識の高揚に向けた教育・啓発の推進 

(2) 資質向上をめざす研究・研修の充実 ５ 「する・みる・ささえる」豊かなスポーツライフの推進 

(3) 業務改善と働き方改革の推進 (1) 町民の健康・体力向上に向けたスポーツ活動の推進 
  (2) 健康増進につながる運動習慣定着に向けた取組の充実 
  (3) 第 79 回滋賀県国民スポーツ大会に向けた準備 
  (4) スポーツクライミングの選手育成とドラゴンボルダリ

ングジムの活用 
  (5) 第２期竜王町スポーツ推進計画の具現化 
 

教育の重点目標 令和５年度 教育行政の施策体系図    

基本目標   夢と志を持ち未来に向かってたくましく生き抜く人づくり 

合言葉   ～キラリと光る教育で竜王の人づくり・まちづくり～  

Ⅰ 変化の激しい社会をたくま

しく生き抜く力を育む学校

教育の推進 

Ⅱ 豊かな人生を自ら切り拓いてい

くための資質や能力を育む社会

教育の推進 

「生涯学習の理念」を 

踏まえた施策の推進 

基本理念  

 進取果敢 

推進目標  

行動方針  

その１ 個人の力と組織の力を生かした相乗効果により教育の質を高める 

その２ 県下「初」の取組（挑戦）、県下「ナンバー１」の取組（向上）、県下「オン

リー１」の取組（創造）を積極的に推進する 

その３ 「キラリ」を意識して県内外へ情報発信し、竜王教育の魅力をアピールする 

その４ 常に PDCAサイクルを回し改善を図る（特に「Ｄ→Ｃ」に留意する） 

その５ 時代を先読みし、課題に積極的に挑戦する教育行政を推進する 

重点目標  
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Ⅰ 変化の激しい社会をたくましく生き抜く力を育む学校教育の推進 
 

１ たくましく生き抜く力を育む学校教育の推進 
 

(1)確かな学力を育む教育の充実  【基本施策 12・25】   
 
・ 一人ひとりの基礎的・基本的な知識・技能の定着を図り、新しい時代に求められる「読み解く

力」をはじめとする資質や能力を育成するために、「主体的・対話的で深い学び」の視点を持
ち、質の高い学びを実現する。あわせて、ICT 機器の活用などにより、児童・生徒の意見・考
えを有機的に結びつける授業の実現など教員の指導力の向上を図り、また、学びの定着のため、
１時間の授業のまとめと振り返りを一層重視した授業改善を行う。 

・ 学習指導要領に謳われている「社会に開かれた教育課程」を具現化すべく、各校園の創意工夫
による地域に根ざしたカリキュラム・マネジメントの実現に努め、一人ひとりの児童・生徒の
確かな学力と豊かな心、健やかな体を育む。 

・ 学校全体で組織的に評価の改善に取り組む体制づくりを進め、PDCA サイクルの Do（実践）と
Check（確認）に重点を置いた、質の高い学校づくり・授業づくりに努める。 

・ 町独自で行っている「総合学力調査」により、客観的な現状把握と取組成果の検証と分析を行
うことで、集団や個別の成果と課題を明らかにし、指導
の改善に役立てるとともにさらなる授業改善に努める。 

・ 「集中力の向上」と「脳の活性化」をめざし、両小学校
で取り組んでいる徹底反復学習の理念を踏まえ、認定こ
ども園や中学校での実践につなげていくことで、全町体
制での学校・園における一貫した取組とし、身に付けた
基礎学力の定着により、学ぶ力の向上を図る。 

・ 徹底反復学習公開研修会を開催し、「徹底反復学習 竜王
チャレンジタイム」等の取組を広く県内外に発信すると
ともに、県内外の教育関係者からの講評を仰ぎ、取組の
充実を図る。 

・ 上記の取組により全国学力・学習状況調査結果の全国平
均との比較において、小中学校とも+0.4％を目標とする。 

 
 
(2)社会の変化を見据えた新しい学びの推進  【基本施策 12・13・25】  

 
・ 先進的に進めてきた英語教育について、学校・園の連携を強化することで、就学前から中学校

卒業までの一貫した英語教育（町幼小中系統的英語教育）を推進していく。 
・ 中学校１年生の３技能（「聞く」「読む」「書く」）を測定する総合学力調査（英語科）では、３

領域すべてにおいて生徒に確実な英語力の定着が見られた。また、英語の授業を「楽しい」「好
き」と肯定的に感じている児童・生徒が多く、学習意欲も高い。今後も高い学習意欲を持続さ
せながら、コミュニケーションツールとして身に付く英語教育を進めていく。さらに、小学校
における英語教育の成果を検証するとともに、中学校へのより効果的な指導の接続をめざす。 

・ 小・中学生に対するアンケート調査の結果から、児童・生徒は英語の学習に好意的に取り組め
ている様子がうかがえる。一方で、特に小学生は日常生活の中で英語に触れる機会が少ない傾
向があり、今後もオンラインを活用するなどして積極的に英語に触れたり活用したりできる環
境を整備していく。 

・ 大学教授の招聘や滋賀県教育委員会と連携して授業研究会
を開催するなど、小学校から中学校への系統的な英語教育
の接続と児童・生徒の英語能力の向上を重視した実践を継
続する。 

・ 小学校低学年から外国語指導助手（ALT）や英語科日本人講
師（JTE）を活用し、英語に慣れ親しみ、身体を動かしたり、
ゲームをしたりすることで楽しく外国語活動を進める。 

・ ALTを年間 10回認定こども園に派遣し、英語圏の文化が体
験できる機会を設定けることで、小学校での英語学習への
素地を培う。また、学校・園に同じ ALTを派遣することに
より、英語学習へのスムーズな引継ぎと連携を図る。 

・ 児童・生徒が日常的に英語に触れ、必要性を感じることが
できる機会の創出に努めるとともに、英語に対する興味・

＊各項目の「基本施策」番号は、第六次竜王町総合計画の「基本施策」を表示しています。 

生きて働く基礎学力の育成 

イングリッシュキャンプ 2022 

～ワールドツアーin竜王～ 
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関心を高めることができるよう、「英語スピーチ大会」を実施する。「英語検定補助金制度」に
ついては、1回あたりの補助金を増額し、受験の促進を図る。また、中学生によるミシガン州
スーセーマリー市とのオンライン交流などを通じて、親善交流の輪を継続させ、グローバル人
材の育成に努める。 

・ 小学生を対象にした「イングリッシュキャンプ（ワールドツアーin竜王）」を実施し、ネイテ
ィブスピーカーとともに英語を活用するゲームやクラフト活動などを通して「英語に浸る」「英
語でのコミュニケーションを楽しむ」「異文化を理解する」機会を創出する。また、中学生の
ボランティアを募ることで、キャリア教育の面から将来の英語を使った仕事や子どもたちと接
する仕事などについて興味・関心を持つ機会となるように取組を進める。 

・ 中学校入学時の学力・学習状況調査と同時期に、英語についても「総合学力調査」を実施し、
小学校卒業時や中学校進級時における学力の状況を把握し、以後の授業に生かす。 

・ 急速な情報化やグローバル化といった社会的な変化に対応
するため、情報活用能力や論理的思考力（プログラミング
的思考）の育成の視点、将来の夢や人生設計にかかわるキ
ャリア教育の視点、学級づくりや仲間づくりを軸にしたコ
ミュニケーション能力や人間関係の構築等の視点から、社
会の変化を見据えた新しい学びの推進に努める。 

・ 「基本的操作」「情報活用」「プログラミング」「情報モラル・
情報セキュリティ」の４能力を新学力観に基づく情報活用
能力として位置づけ、小中９年間における計画的なカリキ
ュラムに基づいた児童・生徒の情報活用能力育成に努める。 

・ 各校の ICT情報教育推進リーダーを中心に、GIGA スクール
構想に基づいた１人１台端末を使っての子どもが主体とな
る授業づくりを進め、様々な学習場面においての効果的な活用を研究するとともに、全ての教
員が端末を有効に活用できるように取組を進めていく。 

・ 町教育委員会作成の「タブレット活用ブック」等を用いて、家庭との連携や協力をもとに必要
に応じてオンライン学習を進め、タブレット端末の学習ツールとしての活用を進めていく。 

・ モバイル型ロボットや各種アプリ等の教材を活用したプログラミング教育（学習）を小中学校
の教育課程に位置づけ、計画的に取り組む。 

・ 中学校の勤労体験学習チャレンジウィーク事業では、PTAや商工会等地域の産業界との連携と
協力依頼をさらに進め、生徒の生きる力を育てるためより充実した取組を行う。 

・ 社会科副読本「わたしたちのまち竜王」、滋賀県作成副読本「あおい琵琶湖」や郷土学習資料
「竜王いろはカルタ」等の有効活用と地域に所在する様々な関係機関との連携により、郷土学
習、地域学習等を充実させ、子どもたちに愛郷心を育んでいく。 

・ 勤労体験を通して自ら進んで学習しようとする生徒の割合 72％を目標とする。  
・ 英語が好きな児童の割合が 70％以上（強い肯定 21％）を目標とする。 

 
(3)豊かな心・規範意識を育む教育の充実  【基本施策 12・23】   
 
・ 教職員が人権感覚を磨くことにより、毎月 11 日の「人権を確かめ合う日」など学校・園教育

活動全体を通じた人権教育を推進し、子どもたちの自尊感情を育み、自分も他者も大切にする
子どもの育成、いじめや差別を許さない学校・園づくりに努める。 

・ 「特別の教科 道徳」の授業の充実のために、各学校における道徳教育推進教師や道徳主任を
中心に、校内研修会や授業研究会の内容を実践へとつなげることで、言語活動や表現活動を通
じて児童・生徒が深く考え、議論する道徳の授業をめざす。 

・ 道徳の教科書および道徳ノートの活用や魅力的な教材の開発に努めるとともに、ゲストティー
チャーの招聘などによる児童・生徒の心に響く道徳の授業を実践
することにより、人としての生き方を探求する心の教育を推進す
る。 

・ あいさつや授業などにおける規律面、社会規範に関わる視点、思
いやりと感謝、奉仕などの道徳的な視点、将来の夢や人生設計に
係るキャリア教育の視点を大切にした積極的な生徒指導に努め
る。 

・ 学級づくりや小学校の「たてわり活動」、中学校での「部活動」な
ど仲間づくりを軸にしたコミュニケーション能力や人間関係の
構築等の視点から、児童・生徒の自己決定能力や自己指導能力の
育成をめざした生徒指導に努める。 

プログラミングを活用したリズムづくり 

（小学校音楽科） 

履物が整った下足箱 
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・ 児童会や生徒会等によるいじめ撲滅や仲間づくり推進に向けた自主的かつ主体的な活動を積
極的に支援する。 

・ 日常の教育相談や定期的な生活アンケートを実施することにより、いじめ問題の未然防止と早
期発見に努める。 

・ 町内の園児・児童・生徒のスクリーンタイムが長い状態が続いている実態を踏まえ、ネットや
SNS などのよりよい使い方の実践やルールづくりに向けて、保護者や地域、社会教育関係者等
と連携しつつ、学校・園で足並みを揃えた指導や支援を行う。また、生徒会等からスマホ等の
使い方について発信するなど、子どもたち自身が主体的にスマホ等とのよりよい関係を考え、
実践していく機会を創設していく。 

・ 教職員をはじめ子どもに関わるすべての人が、「いじめは人として絶対に許されない」「いじめ
は、どこの学校でも、どの子にも起こりうる問題」であるという共通認識を持ち、「いじめ防
止基本方針」に基づき、未然防止に全力を注ぎ、いじめ撲滅をめざす。 

・ 教職員一人ひとりの人権意識を高めるとともに、不適切な指導や児童・生徒への加傷事案、い
じめの助長等が絶対にないよう町教育委員会が指導を徹底し、継続した研修等の機会を創出す
る。 

・ 目前の問題に対応するといった課題解決的な指導のみならず、「個の成長を支える」「自己指導
力の育成」等の積極的な生徒指導を充実させる。 

・ いじめ・不登校の未然防止および早期発見に努めるため、いじめ・別室対応支援員をすべての
小中学校に配置するとともに、SC や SSW、養護教諭、オアシス相談員（中学校）、低学年支援
員等との連携によるきめ細かな「チーム学校」としての対応により、児童・生徒からの相談や
悩みに寄り添う取組を充実させる。 

・ 「りゅうたろうチェック（生活状況チェックシート）」による生活面の自己管理や「早寝早起
き朝ごはん」推進校事業等とも連携した基本的生活習慣の育成、わかる授業・集団づくりなど
の魅力ある学校づくりを通して、不登校の未然防止に努める。また、早期発見・早期対応に向
け、健康観察、情報共有、欠席１日目・３日目対応を心掛けるとともに、SC・SSW等を活用し
たアセスメントとプランニングを充実させる。 

・ 不登校傾向にある児童・生徒について、早期のアセスメントを適切に行い、学校適応、学校復
帰が適切であると判断した場合、必要に応じたプランニング等の見直しや関係機関との切れ目
のない支援により、児童・生徒の自己指導力・自己決定力を育む相談活動や支援活動の充実に
努める。 

・ 「将来の夢や目標を持っていますか」で「当てはまる」と答える児童・生徒の平均を全国平均
と比較して小学校、中学校とも 0.9％上げることを目標とする。 

 
(4) 健やかな体の育成と体力の向上  【基本施策 14】 
 
・ 発達段階に応じた幼児期から小学校までの「遊び」の充実や新体力テストの結果などをもとに、

課題領域について体育の授業の分析・改善に取り組み、子どもたちの健やかな体づくりや体力
の向上を図るとともに、生涯にわたって運動に親しむ資質や能力を育成する。 

・ GIGA スクール端末の動画機能や検索機能等、ICT 機器を活
用して自身の技能や体力の向上を図るとともに、スクリーン
タイムの管理や把握などを通して健やかな体の育成に努め
る。 

・ 中学校運動部活動においては、部活動指導員を積極的に活用
し、練習時間や休養日の設定等、発育発達段階に応じた適正
な指導とともに専門性の高い運動部活動の充実に努める。 

・ 学校・園保健委員会を中心に学校医等との連携を深め、「早
寝早起き朝ごはん」運動の推進による基本的生活習慣の確
立、「フッ素洗口」事業・8020 運動の推進による低う歯率の
堅持と歯磨き指導の充実等、保健教育の一層の充実に努め、
生涯にわたる健康づくりの基礎をつくる。 

・ ボルダリング教室などによる体験活動やスポーツクライミング特定強化選手の活動を充実さ
せ、令和７年開催の滋賀国民スポーツ大会の本町開催種目であるスポーツクライミングの普及
啓発に努める。 

・ 新しい生活様式を踏まえた保育・教育活動を充実させ、子どもたちのやる気や満足度が高まる
学校・園行事を工夫して実施し、安全で安心な学校・園生活の充実を図る。 

・ 中学校休日部活動の地域移行に関して、全国的に令和５年度から３年間を「改革集中期間」と

「中休みチャレンジマラソン｣ 
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位置づけられ、地域の実情に応じて可能な限り早期の移行の実現を目指して体制整備を進め
ていくことが求められている。そこで部活動指導員、コーディネーター、新たな地域の人材や
スポーツ施設の確保等に努め、スポーツを楽しむ生徒たちが力を発揮する場を提供できるよ
う適切に対応していく。 

 
(5) 個に応じた特別支援教育の充実  【基本施策 12】 

 

・ ふれあい相談発達支援センターの機能を活かすべく、適時適切な連携に努め、各校園における

特別な教育的支援を必要とする子どもたちに対する特別支援教育推進のための体制の充実に

努める。連携にあたっては、学校教育課が各校園の実情を把握することに努め、センターとの

情報共有を綿密に行い、乳幼児期から学齢期、青年期・成人期への切れ目のない一貫したきめ

細かな支援を行う。 
・ 「個別の教育支援計画」や「個別の指導計画」を作成し、合理的な配慮のもと環境を整備し、

園児・児童・生徒一人ひとりの教育ニーズにあった適切な支援を行うため、認定こども園に加

配教員、小学校に低学年支援員、小・中学校に学習支援員を配置する。 
・ 就学支援委員会において、学校・園や保護者とともに一人ひとりの子どもたちの特性や困難さ

の共通理解に努め、インクルーシブ教育システムの視点を取り入れた就学支援を充実させる。 
・ 教職員の資質･能力の向上のため、特別支援教育コーディネータ研修会や特別支援教育研修会

等において、必要な理論や実践方法について積極的に研修を進める。 
 
(6)家庭・地域との連携・協働による学校教育の推進  【基本施策 12】   
 
・ 各校園がめざすべき教育のビジョンや課題等を地域と情報共有

し、連携・協働により子どもたちの育ちを支えるため、学校・
園運営協議会（コミュニティ・スクール）活動を充実させ、そ
れぞれの学校・園の特色や地域性を踏まえ、地域とともに歩む
学校・園づくりを一層推進する。 

・ 認定こども園および小・中学校における学校・園運営協議会で
の熟議に基づき、コミュニティ・スクールとしての取組をさら
に充実させるとともに、家庭、地域、行政、関係機関等との密
接な連携のもと、「安全第一」をすべての教育活動の大前提とし
て、園児・児童・生徒の安全安心を確保する。 

・ 学校・園運営協議会と地域学校協働本部（地域学校協働活動推
進員）との連携をもとに、幅広い地域住民の参画を得て、地域
と学校の双方向による取組を一層推進していくことで、地域ぐ
るみで子どもたちの育ちを支える仕組みづくりを促進する。 

・ 学校を核としながら、地域住民の生涯学習・自己実現を支援す
ることで地域の活性化を図る。 

・ 「竜王町教育月間」を設定することで、各教育機関での活動に
ついて保護者に周知し、教育への関心を高める。また、町教育委員会と町 PTA連絡協議会、社
会教育委員の会との共催による「教育フォーラム」の開催などで、地域住民に信頼される教育
の実現に努める。 

・ 町教育委員会リーフレット「竜王の教育」や学ぶ力向上に向けた啓発リーフレット、町ホーム
ページ等により学校教育や社会教育での教育活動を積極的に発信して、「竜王教育の今」の見
える化を図る。 

 
 
２  心身の健やかな成長を保証する就学前教育・保育の推進  【基本施策 12】 
 
(1) 認定こども園における指導の充実   
・ 生涯にわたる人格形成の礎であり生涯の学びの基盤となる幼児 

教育では、「遊びこむ・遊びきる」をキーワードに遊びを通して 
学びに向かう力を育むため、幼児期の特性を踏まえながら、「幼 
児期の終わりまでに育ってほしい 10の姿」の育成をめざした就 
学前教育を推進する。 

・ 遊びや体験を通して、発達段階に応じた基本的な生活習慣や態度

保護者・家庭への「確かな 

学力への取組」リーフレット 

 

「どっちが強いかな。」 

芋ほり後のツルを使って・・・ 
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を育て、道徳性の芽生えを培い、好奇心や探求心を養い、創造性を豊かにするなど、生きる力
の基礎を育むための教育・保育の充実に努める。 

・ 認定こども園と小学校で子どもの育ちについて共通理解を図り、学びの連続性を意識した「幼
保小の架け橋プログラム」による取組を推進するとともに、教師間における各校園連携を継続
的・計画的に実践する。 

・ 家庭における日常的な親子の関わりによって育まれる「子どもたちの感受性や豊かな感性、自
立心や自尊感情」を大切にし、「意欲的に粘り強く取り組み、難しいことにもチャレンジしよ
うとする子ども」を育てる就学前教育・保育を町内認定こども園・保育園、家庭、地域が一体
となって推進する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) 一人ひとりの園児に寄り添う教育・保育の充実  【基本施策 11・12】 
 
・ 個々の子どもに寄り添いながら、集団の中で一人ひとりの育ちにつなげるための教育・保育を

推進する。 
・ 子どもたちの健やかな育ちを保障するため、子どもたちが自発的・主体的に様々な環境と関わ

りながら豊かな活動を展開できるように教育・保育内容を工夫し、個々に応じた丁寧な指導と
支援を行う。また、成長年齢に応じた教育・保育計画を作成し、きめ細やかな指導の充実に努
める。 

・ 配慮の必要な子どもや支援を要する子どもには、関係機関と密接に連携しながら、よりよい育
ちをめざして適切な支援と指導を行う。 

・ 保護者の就労状況等により、一日の生活リズムや園生活の過ごし方が多様であり、集団生活に
おける経験の内容が異なることに配慮しながら、園児の生活や発達を見通し、園児一人ひとり
に対して自然な流れで教育と保育を一体的に進める。 

 
(3) 子育て支援の充実  【基本施策 11】 
 
・ 認定こども園における就学前教育の充実とさらなる保護者ニーズに対

応するため、２号認定における長時間保育と、１号認定における預か
り保育を実施し、家庭的で温かな雰囲気を大切にしながら、子どもた
ちがゆったりと安心して過ごせるように努める。 

・ 地域における子育て支援を行う機能を整え、認定こども園や保育所等
に入園していない子どもとその保護者に対して、子育て相談に応じた
り、親子で集える場「こども園で遊ぼう」を実施する等、積極的に地
域の子育て支援に努める。 

・ 次年度入園対象児のための「ちびっこの日」を実施する中で、園庭開
放や在籍園児との交流の機会をもち、園に慣れ安心して就園できるように進める。 

・ 保護者が子育ての喜びや楽しさに気付くとともに、親子のかかわりの重要性や家庭の役割、子
どもの成長について学ぶ機会を大切にし、子育てのしんどさや戸惑いを共有しながら、親子の
絆の形成と親と子が共に育ちあう機会の充実に努める。 

 
 

  

１．一人ひとりの園児への手厚い指導と支援 
２．豊かな環境の中で育む情操教育の充実 
３．小学校・中学校へつながる英語教育の充実 
４．小学校以降の学習につながる「学びの基礎」の育成 

竜王こども園の 4 大特長 

「今日のお話は何かな？」 

ちびっこの日 
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３  安全安心で笑顔があふれ、挨拶がこだまする学校・園経営   
 
(1) 教育施設および教育環境の計画的な整備と充実   【基本施策 12】 
 
・ 安心で快適な教育環境を提供するため、計画的な校舎・園舎等の改修や修繕に

努める。 
・ GIGA スクール構想による１人１台端末を活用し個別最適化をめざした授業を

行うため、学校におけるインターネット環境の改善等、その体制整備に努める。 
・ 経年による機器の動作不良が発生している両小学校の校務用パソコンについ

て更新を行う。 
・ 令和７年度開校をめざす竜王小学校移転新築に向けて、令和５年度は基本設

計、実施設計を行うことに際し、機能性、耐久性、汎用性、ランニングコスト
等の視点から新しい学校に真に必要な施設設備について検討し、中心整備課と
連携を密にし取り組む。 

 
 (2) 通学路の安全確保と生命尊重にかかる教育の充実 【基本施策 12・21】 
 
・ 子どもが事件や事故、また災害の被害に遭わないよう、教職員等に危機管理意識を根付かせる

とともに危機管理体制の構築、また地域と連携した見守り体制を充実させる。 
・ 自然災害や不審者事案、自転車運転について、子ども自身が危険を予測し、回避することがで

きる力を身に付け、さらに、地域の一員として防災・防犯・交通安全活動に関われるよう、関
係機関と連携した実践的な取組を推進する。 

・ 安全に関する知識深め、発達段階に応じた系統的な交通安全教育を推進する。 
・ 警察や交通安全に取り組む民間業者等と連携した体験的な学習や訓練を行うことで、安全につ

いてより行動に移すことができるように努める。 
・ 各校園で毎年危機管理チェックリスト等をもとに校務分掌表の見直しを行い、あらゆる危機に

対応できる各校園内組織体制の充実と責任の明確化を図るとともに、学校防災マニュアルの見
直しを行い、安全体制の確立に努める。 

・ 中学校の自転車通学途上での交通安全について、適時適切に全校生徒に対し注意喚起をすると
ともに、随時街頭指導などを実施するとともに、生徒会の自主的な日常の活動における継続し
た取組を支援する。 

・ 情報発信システムを活用して携帯電話メール等で不審者情報や交通情報を保護者に発信し、家
庭から子どもたちへの注意喚起を促すことで、子どもたちが犯罪や事故などに巻き込まれるこ
とのないよう未然防止に努める。 

・ 各校園 PTAや自治会からの要望をもとに、警察や道路管理者、おうみ通学路交通アドバイザー
と連携しながら、園児の園外活動で利用するルートも含めて、通学路合同点検を実施し、改良
の必要な箇所や防犯上の注意が必要な箇所等について改善に努める。 

・ PTAの「見守り隊」や「校区内パトロール」を継続するとともに、スクールガード、こども 110
ばんのおうちや少年補導員による登下校時の街頭指導、見守り等の一層の充実により、地域ぐ
るみによる子どもたちの交通安全確保に努める。 

・ 通園バスにおいて安全装置を設置し、当該装置を用いて園児の置き
去りを未然防止に努めるとともに、バス送迎時の安全管理の徹底を
図る。 

・ 令和７年度開校をめざす竜王小学校移転新築の円滑なスタートに
向け、通学路やスクールバスの経路、対象地区等について検討を進
める。 

・ 全ての教職員が常に高い危機意識を持ち続けるように、校園長会、
教頭会での管理職への危機管理研修を実施し、管理職による各校園
での研修、さらには町教職員全員研修会等の場での服務研修等を行
い、危機管理意識の保持向上に努める。 

・ 学校・園の避難訓練や職員訓練では、緊急地震速報のチャイム音を
活用した訓練や警察・町消防団等関係機関と連携した訓練等、多様
な想定による実践的避難訓練（火災、地震、不審者）を実施する。また、認定こども園や小学
校における「保護者への引き渡し訓練」を実施する。 

・ 近江八幡・竜王少年センター職員１名を町教育委員会事務局に配置し、巡回パトロールや相談
業務を行うとともに、各校園の管理職や生徒指導担当と連携し、犯罪の未然防止と青少年健全
育成に努める。 

 

通学路合同点検の様子 

１人１台端末を使用する
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(3) 食育の充実と安全安心で特色ある学校給食の推進  【基本施策 12・19】 
 
・ 学校給食を安全かつ円滑に実施するため、学校給食衛生管理基準に基 

づいた食中毒予防や異物混入防止など、共同調理場の衛生管理の徹底に 
努める。加えて異物混入が確認された際の効果的な再発 
防止策とその原因究明方法について、専門業者への相談や他市町での 
取組方法を参考にして、安全で安定した給食の提供に努める。 

・ 調理員一人ひとりが「食」を通じて子どもたちの命を預かることへの責
任を自覚し危機管理に対する意識を高め、徹底した感染症予防対策を講
じることで安全で安心な給食を提供する。 

・ 成長期にある子どもたちの心身の健全な成長と健康増進に資するよう 
「りゅうおう健康べジ７チャレンジ」の取組の主旨を踏まえながら、
学校給食センターと学校・園とが連携し、栄養バランスのとれた給食
を提供する。 

・ 魅力ある献立づくりのため、児童・生徒がメニューを考案する機会を
設けることで子どもたちの給食への関心を高め、併せて、様々な食材調理方法を
工夫する。 

・ 豊富な地場産食材を用いたり積極的な使用を心掛け、栄養士による食育おはなし
会等で食材について説明することで郷土愛を育むきっかけとする。また、栄養士
と調理師が町内企業等との協働で新規の献立開発に取り組み、安全で美味しく特
色ある学校給食の提供に努め、関係課と協力し、給食を通じて町の魅力発信に努
める。 

・本町の学校給食の特徴の一つとして、竜王産の環境こだわり米コシヒカリの無洗米
を使用した炊飯ジャー持ち込みによる「あったかごはん」を引き続き提供する。ま
た、フードロスを防ぐため、クラスの要望に応じて１合単位での炊飯量の調整を継続する。 

・ 日々の給食指導や学校給食週間の取組、竜王スキヤキプロジェクトとの連携により、生涯を通
じた「正しい食事の知識、望ましい食習慣、食べ物や食に関わる人々への感謝の心」を育む食
育を推進する。 

・ 令和４年８月に整備したアレルギー対応調理室を有効活用して、アレルギー対応食の充実を図
り、年間を通して安全で安心な安定したアレルギー対応食の提供に努める。 

・ 栄養士の専門的知見をいかしての献立検討やアレルギー対応食の調理等、食物アレルギー対応
の充実を図る。 

・ コンパクトシティ化構想の「交流・文教ゾーン」において計画されている新たな学校給食セン
ターについて、その建設に向け、他市町で新たに建設された施設情報等の収集を行う。 

 
 (4) ふれあい相談発達支援センターとの連携による相談・支援の充実   【基本施策 13】 
 
・ さまざまな不安や悩みを抱えた子どもたちや家族に対し、学

校や関係機関と連携しながら、ソーシャルワークや教育相談
を行う。 

・ 家庭教育支援事業の充実をはかり、保護者に対しては「ペア 
レント・トレーニング」を始め、家庭教育や子育てに必要な 
学習の機会や保護者支援の場を提供する。保護者に寄り添う 
アウトリーチ型の支援（つなげる支援）では、家庭教育支援 
サポーターがつながるためのチーム会議を実施する。各関係 
課および地域の社会資源となる場所や人が連携し、必要な家 
庭へ支援を届けられるようにする。  

・ 町教育委員会やふれあい相談発達支援センター、各校園が連
携し、特別な教育的支援を必要とする子ども一人ひとりの教育ニーズに合わせた支援を行い、
個々の持てる力を十分に高め、生活や学習上の困難を克服できるように努める。 

・ ふれあい相談発達支援センターでは、小学校段階からセンターとの情報共有を行い、また小・
中学校の相談支援活動との連携に努めることで、中学校卒業後においても子どもたちが自らの
力をよりよく発揮できるように教育相談活動やソーシャルワーク活動を行う。 

・ ふれあい相談発達支援センターでは、発達に課題のある乳幼児を対象に、子ども療育事業やこ

学校給食提供 55 周年記念献立とアレル

ギー対応代替食（主食：パン⇒ご飯） 

学校給食町 HP 

家庭教育支援事業 子育て講座 

「ペアレント・トレーニング」 
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とばの教室を実施しており、その手法や成果を学齢期での特別支援教育へと丁寧に引き継ぐこ
とで、成長に合わせた円滑な支援体制につながるよう努める。 

 
 

４ 子どもの力を引き出し伸ばす教職員の指導力と実践力の向上 
 
(1) 教職員一人ひとりの教師力、学校・園全体の組織力の向上  【基本施策 12】 
 
・ 町教育委員会の「教職員の指導力・資質向上事業」による学校・園全体の教育力・学校力向上

に向けた取組により、「チーム学校」として主体的・組織的に取り組む体制づくりを推進する。 
・ 園児・児童・生徒にとって魅力ある教職員として、わかる授業や確かな子ども理解、また、園

児・児童・生徒との信頼関係の構築等、教職員として一層の指導力・実践力の向上が求められ
る。そのため、日々の教材研究、教室環境の整備や板書、発問、机間指導、話し方や立ち振る
舞い、マナー等、指導者としての資質向上を図るとともに、主体的に自己研修に取り組む教職
員を育成していく。 

・ 「ICT 機器の活用」「主体的・対話的で深い学びの視点での授業・保育の改善」「カリキュラム・
マネジメントによる教育課程編成力の向上」「プログラミング教育」等、子どもが新しい時代
を切り拓く力を身につける授業運営のための教職員研修を積極的に計画するとともに、個別最
適な学びと協働的な学びを実現する「令和の日本型学校教育」の実現に向けた授業改善などの
研修や学校・園の連携を積極的に推進する。 

・ 各校園で月 1回コンプライアンス確認の日（不祥事防止の日）を設定し、道徳心や倫理観、自
制心（セルフコントロール）を高めるための研修の機会を継続的かつ定期的に行うとともに、
コンプライアンス遵守、服務規律の徹底に向け、信頼を高める教職員として「当事者意識」を
もとに真に実効性のある研修を行っていく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

進

取

果

敢 

学び続ける教職員 
挑戦し続ける教職員 
信頼を高める教職員 教師力 

 

人間力 

Ｕ
Ｐ 

企業連携によるロボホンプログラミング OJT研修 町全教職員を対象にしたマナー研修会 

CST教員が講師を務める幼小中連携理科教育研修 SCS対象の特別支援教育研修に教員が自主的に参加 



 

- 14 - 
 

(2) 資質向上をめざす研究・研修の充実 【基本施策 12】 

・ 授業研究を通して、教職員の授業力・指導力の向上はもとより今日的課題にも対応できる 
教職員の資質、能力の向上を図るために下図の体系で取り組む。 
 

  
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師力・学校力アップ事業 ～学び続ける教職員であるために～ 
教職員に求められる資質・能力の育成  園内・校内研究のサポート 

＊ キャリアステージに応じた教職員の研修 
・各校園における OJT 研修（メンター制による研修を含む） 
・授業研究等を通した実践的組織的な校内研修、校内研究 

＊ 自主的・主体的に学び続ける教職員の育成 
・授業力、生徒指導力、学級経営力、組織対応力の向上 
・自己の専門性を高め、多様な教育的ニーズに対応できる知識や技能の習得 
・「当事者意識」「他山の石」「性弱説」に基づく不祥事防止と倫理観の醸成 

教職員全員研修会 

「生きて働く基礎学力の定着」と「学ぶ力の向上」を図る。 
・「集中力の向上と脳の活性化」をめざす『徹底反復学習』に全町あげて取り組む。 
・徹底反復学習や立腰教育の効果を最大限に高めるための指導力向上研修の実施 

「徹底反復学習 竜王チャレンジタイム」 

向上研修 

学校・園自主公開アピール事業 

学習指導要領に対応する「主体的・対話的で深い

学び」の視点による授業改善やカリキュラム・マネ

ジメントによる教育課程の編成のための校内研究を

県内外に向けて広く自主公開する。 

 

県外先進地視察研修 

中核となる教員が他府県の幼・小・中の 

優れた教育実践に学ぶ。 

徹底反復学習公開研修会 

脳を活性化して集中力を高め、基礎学力の定着をめざした徹底

反復学習「音読・100 ます計算・漢字の先取り学習」の取組の

質の向上のため、町をあげて研修を行うとともに、その成果を

広く県内外に向けて公開していく。 

 

幼小中教育連携事業 優秀教職員表彰 

各校園の教職員がつながり、教育ビジョ 

ンを持って連携し、より良い指導を行う
ために研修する。 

 

地道な努力を重ね教育成果を上げた 

教職員を「優秀教職員」として顕彰 

 

 

広域教職員研修会への参画（近江八幡市・東近江市・愛知郡 等） 

 

新進教員授業力アップ事業 

初任者研修 若手教職員研修
（１～３年次） 

概ね３年次までの小学校教員対象の授業力向上研修 
新進教員指導員による指導 

学校支援マネージャーの支援・指導 

若手教職員研修 
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(3) 業務改善と働き方改革の推進 【基本施策 12】 
 
・ 教職員が授業研究や子どもたちと向き合える時間を確保して、教育活動を充実させるととも

に、教職員のメンタルヘルスを含む健康管理の増進を図るため、管理職のリーダーシップのも
と管理体制、組織マネジメントの確立、教育等により職場環境の改善を図り、活力あふれる元
気な教職員の育成に努める。 

・ 健康障害を防止するため、各学校において安全や衛生に関する事項について、教職員の意見を
聴く機会を設け、教職員が健康で教育活動に専念できる適切な労働環境の確保に努める。 

・ 町教育委員会では、義務づけられた定期健康診断を実施するとともに、ストレスチェックを実
施しメンタルヘルス対策に活用する。 

・ スクール・サポート・スタッフ、学校支援マネージャー等の配置、地域ボランティアのサポー
ト等により教職員の支援体制を充実させ、本来担うべき業務に専念できる環境および児童・生
徒と向き合う時間の確保に努める。 

・ 教職員の勤務状況の把握と分析を踏まえた改善目標の設定と、それらの達成に向けた職場環境
づくりを推進することにより、長時間労働を改善し、教職員のワークライフバランスの実現に
努める。 

・ 共同学校事務室との連携により、学校事務の効率化・スリム化を図り、町内小・中学校におけ
る教育活動の支援や教職員のサポートに努める。 

・ 「部活動指導員」の配置継続と充実を図るとともに、コーディネータを配置して部活動の地域
移行に向けた研究と体制づくりに努め、中学校部活動の指導体制の充実を図ることで、教職員
の部活動指導の負担を軽減する。 

・ 統合型校務支援システムのさらなる活用に向けて、町教育委員会や各校で研究すると共に、相
互に連携を進める中で、事務処理の効率化を図り、教職員の業務負担を軽減していく。 

 
 
 

 
〇スクール・サポート・スタッフ 

の配置 

〇学校支援マネージャーの支援 

〇教職員サポートスタッフの派遣 

〇部活動指導員の配置および地域

移行への検討 

〇共同学校事務室の設置 

〇統合型校務支援システムの有効

活用 

 

 
〇超過勤務時間の把握と改善 

〇ワークライフバランス研修 

〇学校評価への位置づけと教職員 

アンケート調査による効果検証 

教職員間の日常的なコミュニケー 

ションを大切にし、全職員による組 

織的な業務の見直しと、チーム学校 

として総合的に働き方を見直す。 

国や県の動向、各校の課題を見すえ、

新しい時代に求められる子どもたち

の学びの質を高めるため、自主的・主

体的な授業改善に取り組む。 

勤務状況の記録と業務の振り返り

により、ワークライフバランスを

考えた働き方を工夫する。 

組織改革 
 

質の向上 
 

自己改革 

意識改革 

竜王町教職員働き方改革 

子どもたちの笑顔と 
教職員のやる気に 
つながる働き方改革 

キラリと光る竜王の「質の高い
教育」と教職員の「働き方改革」
をバランスよく進める。 

体制整備 

竜王町教職員業務改善ポリシー 
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Ⅱ．豊かな人生を自ら切り拓いていくための資質や能力を育む社会教育の推進 
 
１ 心豊かでたくましい青少年の健全育成 
 
(1) 青少年活動の支援と青少年の健全育成  【基本施策 13】 
 
・町子ども会連合会や町スポーツ少年団の支援の下、青少年が 
様々な体験を通じて地域社会の一員として成長することをめ 
ざし、ひいては、次代のまちづくりの主人公として活躍する 
ことにつなげる。 

・少年補導員による環境浄化に向けたパトロール活動、各単位 
PTAによる研修機会、町青少年育成町民会議による少年の主 
張大会の開催や挨拶運動の展開等、関係団体の取組への支援 
を継続する。また、近江八幡・竜王少年センターとの連携に 
より、広域での青少年健全育成に努める。 

 
(2) 家庭の教育力向上をめざす取組の充実  【基本施策 12】 
 
・昨年度に引き続き、国の「早寝早起き朝ごはん」推進校事業を受託し、学校教育では「生きて 

働く基礎基本の学力の定着」をめざし、また、家庭教育では「規則正しい生活習慣の確立」を 
めざすこととし、これらを「車の両輪」と位置づけ互いに連携しつつ子どもたちの「学ぶ力向 
上」に向けた取組を継続する。 

・竜王中学校を推進校とし、両小学校に加え新たに竜王こども園を連携推進校（園）と位置づけ、 
 生涯学習課との連携の下、「園児・児童・生徒と子どもたちの成長段階に応じた取組」とする。 

また、各学校運営協議会および PTAと歩調を合わせて推進することで、家庭での規則正しい生 
活習慣の確立を図る。 

・町 PTA 連絡協議会、社会教育委員の会議と共催し「教育フォーラム 2023」を開催する。また、 
一人でも多くの町民に参加していただけるよう、事前のチラシやリーフレットでの周知啓発に 
加え、新たに、町 PTA 連絡協議会や学校・園に協力を仰ぎ、学校園配信メールや防災無線、町 
インスタグラム等、SNSを活用して参加を呼びかける。これらにより、当日の参加者増を図る 
ことでより多くの関係者の「気づき」に繋がることをめざす。 

・ウイズコロナが求められる状況下、「子どもたちの家庭学習の習慣化や規則正しい生活習慣の獲 
得等、家庭での過ごし方が一層重要視されること」、また「家庭教育は全ての教育の出発点であ 
ること」を踏まえ、家庭のあるべき姿を提示し啓発、ひいては実践へとつなげるため、町内全 
戸や保護者への啓発リーフレットを継続配布する。（２回／年） 

・園児から中学生までの成長過程を踏まえての系統的な「生活習慣の確立に向けた取組のカリキ
ュラムの構築」と「スマホや食育など分野ごとに年間を 1 単位としたシラバスの作成」をめざ
す。 

・養護教諭部会による各校園の縦の連携による取組を推進する。 
・町内各校園での生活チェック等の実施や児童会および生徒会活動による地域に向けたスマホ依 

存率縮減、スマホの望ましい使い方や家庭の取り組み事例等について、町内公共放送を活用し 
た啓発活動を継続する。 

・小・中学校への大学生の派遣によるスマホ教室の開催を継続する。（ナナメの関係）  
  

 (3) スマホ依存度縮減にかかる啓発・取組の推進  【基本施策 12】   
 
・当町の子どもたちのスマホ依存率は小学生「Ｒ３：16.7％→Ｒ４：15.4％」、中学生「Ｒ３：21.6％ 

→Ｒ４：24.3％」と、依然として中学生全国平均 12.4％（2018年度調査結果）を大きく上回っ 
ている。そこで、「教育フォーラム 2023」では、引き続き、スマホとの付き合い方に焦点を当て 
ることで、望ましいスマホとの関係を考え実現するための契機と位置づける。 

・啓発活動の効果を把握するため、令和３、４年度に実施した「スマホに関するアンケート」と 
同内容でのアンケートを実施して、以降の効果的な啓発へとつなげる。 

・町内各校園での生活チェック等の実施や児童会および生徒会活動による地域に向けたスマホ依 
存率縮減、スマホの望ましい使い方や家庭の取り組み事例等について、町内公共放送を活用し 
た啓発活動を継続する。（再掲） 

・スマホ依存率を令和４年度に比し、小学生２％、中学生３％縮減を目標とする。 
 
 

青少年育成町民会議による朝の挨拶運動 
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２ 人生 100年時代、全ての人が主人公を演じる生涯学習の推進 
 
(1) 地域学校協働本部と学校運営協議会の連携による人材育成と未来の学校づくり・地域づくり 

【基本施策 12・13・14】 

 

・ 「竜王町地域学校協働活動推進計画（令和２年１月）」に基づく活動を展開し、地域学校協働

本部が中心となり、幅広い地域住民等の参画を得て、地域全体で子どもたちの学びや成長を支

えるとともに、各校園と連携し「地域とともに歩む学校づくり」「学校を核とした地域づくり」

を促進する。 

・ 地域と学校が対等のパートナーシップに基づく双方向の「連携・協働」をさらに発展させるた

め、地域学校協働本部と４校園の学校運営協議会の連携体制を構築するとともに、情報交換し

た内容や課題解決した内容を教職員間でも共有し、「竜王町ならではの地域学校協働活動」を

推進する。 

・ 引き続き、町域の地域学校協働活動を具体的に把握するキーパー

ソンとして、統括地域学校協働活動推進員を配置するとともに、

地域学校協働活動推進員を委嘱する。 

・ 地域学校協働活動推進員は、各校園の学校運営協議会の委員に加 

わり、地域学校協働本部との連携体制を充実させる。 

・ 学校支援ボランティア活動分野では、ボランティアが「生きがい、

やりがい」を感じるとともに、地域における人的ネットワークが 

広がることをめざした機会や場となるよう工夫する。 

・ 子どもたちの「生きる力」を育むためには、社会の現実に触れる実際の体験が必要であること

から、地域と学校が連携して学校教育の中で「直接体験活動」をさらに充実させていく。また

地元の企業等を見学したり、地域の人材を講師に招くことで、今の竜王町を知る機会とする。 

・ 子どもたちの「ふるさとを愛する心」を育むためには、竜王の自然や歴史に触れる体験が必要

であることから、地域の方と学校が連携して学校教育での「ふるさと学習」をさらに充実させ

ていく。なお、ふるさと学習の指導には地域の方に直接かかわっていただくことにより「ふる

さと竜王」を子どもたちが知ることと併せ、地域とのコミュニケーションを深めていく。 

・ ふるさと学習を推進していくためには、学びを支援できるボランティアが必要であることか

ら、令和５年度は特に自然体験を支援するメンバーの育成に努める。 

・ 令和４年 12月末現在の状況は新規登録ボランティア人数 31人、支援回数 429回であるため、

令和５年度目標は新規登録ボランティア人数 35人、支援回数 600回とする。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

        

 
学校支援活動 
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(2) 「つどう・まなぶ・むすぶ」公民館教室・講座の充実  【基本施策 13・14】 

 
・ 公民館が本来持つ機能「つどう・まなぶ・むすぶ」を活性化し、地域の人材育成の拠点として

やりがいと生きがいにつなげられるよう継続的に取り組む。 
・ 町民がやりがいや生きがいを持ち充実した日々を送れるように、住民を対象にした講座を開講

するとともに、地域の教育力向上をめざす。新たな学習の成果が個人の趣味・教養に留まるこ
となく、地域学校協働活動等のような地域社会への貢献につなげるために、特にシニア世代を
対象とした「ドラゴンカレッジ」を引き続き開講する。 

・ 講座修了後には、自主文化活動団体として活動できるよう、講座の中で「仲間づくりや修了後
の体制作り」などを組み込んでいく。 

・ 児童対象の「竜王キッズクラブ」をさらに充実させるため、高校や企業等と連携し、科学や環
境をテーマとした体験活動を展開する。 

・ 学校の長期休業中の子どもたちの体験活動の充実を図るため、直接体験ができる「キッズスク
ール」を開講する。 

・ キッズクラブ参加者数 75人（クラブ数４）、
ドラゴンカレッジ参加者数 70人（４講座）
を目標とする。 

     

 

 

(3) 第２期公民館基本計画の策定  【基本施策 14】    

 
・ 平成 22 年度公民館リニューアル時に策定した公民館基本計画を、以降の時代の変遷や公民館

へ寄せられる町民ニーズの多様化を踏まえて改訂する。策定に当たっては「第六次竜王町総合

計画」の理念を基に令和６年度から向こう 10年を見据えた上で、地域や各校園と「めざす地

域社会の姿」を共有することで、地域の教育力向上につながる計画とする。なお、計画策定に

あたり、策定委員会を設置し、利用者、町文化協会、学校関係者、社会教育委員等から委員を

求め、活発な意見交換をするとともに、利用者等からも広

く意見を聴取し学びのニーズに応えることにも留意して

策定する。    

・ 令和４年度は新型コロナワクチン接種会場として利用され

ていたこともあり、12 月末現在の公民館利用者数は、

71,269 人となっている。令和５年度はワクチン集団接種の

利用が大幅に減少する見込みのため、引き続き 66,000 人

を目標とする。 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 

 

 

                            

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

ドラゴンカレッジ（筆文字講座） 

 

ユースブラス クッキングクラブ 

チャレンジクラブ 書道クラブ 

竜王町公民館全景 
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(4) 地域に開かれ親しまれる図書館の運営  【基本施策 14】 
 
・ 第３期図書館基本計画に基づき「町民の学びを支え、暮らしに 
  寄り添い、人と地域がつながる図書館」をめざし、住民に必要 
  な資料を収集し、提供する。 
・ 蔵書の有効活用を図るため、季節やその時々の話題を取り入れ 

た資料展示をするなど、魅力的な書架を維持し身近で親しまれ 
る図書館運営に努める。 

・ 町広報やホームページ等を活用して、図書館や読書の魅力をア 
ピールする。 

・ 乳幼児を持つ保護者の図書館利用の促進や読書活動の推進およ 
び子育て支援として、来館利用時の託児サービスを実施する。 

・ 中学生の図書館利用を促すため、生徒たちの居場所づくりとし 
て、視聴覚室や会議室の開放事業「ふらっとスペース Yoruca?」
を継続して実施する。 

・ 高齢者、障がい者をはじめ、全ての人が読書に親しむことができるよう、大活字本や朗読 CD等
のバリアフリー資料の購入を継続する。また、これらの資料の利用促進を図るため、新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況に留意しながら、各自治会でのこどもひろばや高齢者サロン等、
地域と連携しておはなし会や図書館案内をするなど図書館の更なる利用促進を図る。 

・ 町内各地域の歴史や行事、文化等の紹介と郷土資料等の展示を通して、住民がより「郷土に誇
りと自覚」をもてる活動を展開する。 

・ 子どもの読書環境の充実を図り、子どもたちの「読書の日常化」 
をめざす取組の一環として、親子への読み聞かせを行う「おひざ 
でだっこのおはなし会」、ボランティアによる読み聞かせ活動の 
ほか学校・園への出前貸出やおはなし会を実施する。 

・ 学校図書館が児童・生徒の「読書センター」「学習情報センター」 
としての機能を果たせるよう、学校図書館司書と積極的に情報交 
換を行い、学校図書館運営への支援を行う。 

・ 図書館司書としての資質向上を図るため、各種研修機会へ積極的 
に参加する。 

・ 令和５年度は、第３次竜王町子ども読書活動推進計画（Ｈ31～Ｒ 
５年計画）の最終年度であることから、令和６年度より向こう５ 
年を見据えた第４次竜王町子ども読書活動推進計画を策定する。 
策定に当たっては、家庭や学校・園、地域、図書館が相互連携、 
協力し、竜王町の子どもたちが豊かな心を持つ大人へ成長できる読書活動推進の方向性を定
める計画とする。 

・ 図書館貸出冊数 116,120冊/年（令和５年 1月末 91,972 冊）、図書館来館者数 34,780人/年（同
29,229 人）を目標とする。 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
                      
 
 
 
 
 
 

 
    

１. 町民の生涯にわたる学びを支える図書館 
２. 暮らしやまちづくり・ひとづくりに役立つ情報を提供する図書館 
３. 学校・園の学びと読書活動を支える図書館 
４. 郷土の歴史や文化を次の世代につなげる図書館 
５. 長期的視点に立った図書館運営を行い成長する図書館 

第３期竜王町立図書館基本計画の基本方針 

一日こども図書館員 

自然教室「藍染めに挑戦しよう！」 

魅力的な書架から本探し 親子への読み聞かせ 
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(5) 社会教育関係団体支援と人材・指導者の育成  【基本施策 13】  
 
・会員にとって魅力ある活動であること、また、地域社会にとっ 
ても有意義な活動であることをめざして、町子ども会連合会を 
はじめとした社会教育関係団体への助言や協働事業等を通し 
て、団体活動を積極的に支援する。 

・団員不足に直面する中、価値観の多様化や社会の変化に即した 
新しい活動をめざす町青年団に対し、団員自身が主体的に参加 
できるなど、魅力ある青年活動を展開する組織となるよう、青 
年団指導員を配し、事業展開に当たっての相談に応じることや 
助言を通して引き続き支援する。また、活動の場である青年団 
室については、町勤労福祉会館を当面の活動拠点としつつ、恒 
久的な施設を見出すべく、旧西幼稚園内の一部施設の利用可否 
について、開発用途を含め、関係機関と連携し確認する中で、 
引き続き具体的な検討を進める。 

・団体活動について、ウイズコロナを踏まえたもの、かつ、有 
意義なものとなるよう適時適切に助言を行う。また、令和４年度に引き続き、町域の社会教育 
関係団体の活動内容を精査しつつ、補助金等の支援のあり方検討に継続して取り組む。 

 

 

３ 文化芸術の振興と文化財保護・活用の充実 
 

(1) 文化芸術活動の奨励と振興  【基本施策 15】    

 
・ 当初、令和３年度に予定していた節目の第 40回竜王町文化祭は、コロナ禍により２年間延期

せざるを得なかった。令和５年度は文化祭開催年であり、３年間、新型コロナ感染症拡大に
翻弄され、閉塞していた社会活動を回復させる起爆剤として、「ウイズコロナ」の視点を大切
にしながら、記念すべき 40回の節目となる文化祭として開催する。令和の新時代に高め合う
文化の花を咲きほこらせることができるよう、町文化協会と連携し鋭意取り組むとともに、
関係機関・団体との連携を深め、広く町民が楽しめる竜王町全体のイベントとなるよう取り
組む。 

・ 公民館フェスタ～竜王のおひなさん～も７回を数え、好評を得て 
いることから、公民館を代表するイベントとして位置づけること 
で、幅広い文化振興を図る。 

・ 伝統文化、生活文化、美術工芸等、町内にある多くの文化的資産 
を当町固有の魅力ある地域文化と位置づけ、活動支援や PR活動 
により、郷土の宝を大切にする機運を盛り上げていく。 

・ 関係機関、団体との調整を図りながら、公民館交竜フロアの展示 
機能を有効活用し、絵画や書、手芸、工芸をはじめとした多様な 
分野の芸術作品を継続的に展示する。このことにより、来館者の 
文化芸術への関心を高めることで、新たな文化芸術の実践活動へ 
とつなげる。 

・ 令和４年度現在の自主文化活動団体数は 33 団体であるため、令
和５年度は 35団体を目標とする。 

 
(2) 文化財保存活動の推進  【基本施策 15】 

 

・保護のための取組では、町内に所在する指定文化財を竜王町の宝 

物と捉え、次代へ引き継ぐための取組を展開する。建造物では、 

苗村神社防災施設全面更新整備への支援と助言、また鏡、苗村、 

勝手神社の防災施設維持管理への支援を行う。民俗では、山之上 

ケンケト祭り衣装更新への支援と助言を行う。 

・埋蔵文化財調査については、開発と保護のバランスに留意して対 

応する。 

・活用のための取組では、山之上ケンケト祭りのユネスコ世界無形文化遺産登録を踏まえ、その 

 

子ども会親子球技大会 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 

ユネスコ無形文化財登録「風流踊」 

 

公民館フェスタ 
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由来の周知と文化財視点からの価値づけ等、祭りの魅力についてりゅうおう歴史文化講座等を 

開催することにより町内外への情報発信等を行う。また、商工観光課および町観光協会との連 

携を密にして、記念セレモニー開催や道の駅での記念展示等、まちづくりや地域振興へと繋げ 

る取組を展開する。 
 
(3) 地域の歴史に親しむ機会の創出  【基本施策 15】  
 

・山之上ケンケト祭りのユネスコ世界無形文化遺産登録を踏まえ、その 

由来の周知と文化財視点からの価値づけ等、祭りの魅力について町内 

外へ情報発信等を行う。（再掲） 

・小学生を対象に夏季休業期間に歴史体験講座を開講する。（弓づくり、 

勾玉づくり等） 

・中学校での地域学習と連携し、雪野山を中心とした史跡に学ぶ体験講 

座を開講する。（雪野山古墳、天神山古墳 の現地学習等） 
・りゅうおう歴史文化講座参加者数をコロナ禍以前の受講者数である１ 
回当たり 60 名を目標とする。 

 
 
４ 明るく住みよいまちづくりをめざす人権教育の推進 
 
(1) 人権尊重のまちづくりの推進  【基本施策 23】 
 
・｢あらゆる差別のない、いきいき暮らせるみどり豊か 

なふれあいのまち竜王町」と謳う「竜王町人権尊重 
のまち宣言」の精神を原点に、様々な取組を推進す 
る。 

・「竜王町人権教育・啓発基本方針」がめざす、偏見や
差別をなくし、違いを認め合い、一人ひとりの人権
を尊重し合うことで、全ての町民が自分らしく生き
自己実現できるまちづくりに向け、未来創造課等と
連携して、この方針の周知と実効性のある教育啓発
活動を展開する。 

・コロナ感染症の罹患者やその家族、医療従事者を始 
めとしたエッセンシャルワーカーへの形を変えた誹謗・中傷やいじめ、根拠のない差別的な書
き込みや発言等が繰り返されることのないように、教育・啓発活動の一層の充実に努める。 

 
(2) 学校・家庭・地域・行政の連携による人権教育の推進  【基本施策 23】 
 
・町内全自治会で地区別懇談会が有意義に開催されるよう、 

町人権教育推進協議会「地区部会」の研修および「人権教 
育推進員・社会教育推進員・啓発推進員（町職員）合同研 
修会」を開催し、地域での学習機会の一層の深まりをめざ 
す。 

・各自治会における男女共同参画集会の開催をめざし、町人 
 権教育推進協議会「男女共同参画部会」を中心に、推進員・ 
 協力員の意欲を高める事前研修会を開催する。 
・「竜王町学校園人権教育研究会」の開催による校種間の実 
践交流をより充実させ、教職員の人権感覚を磨くことを通 
して、子どもたちの人権尊重意識の高揚を図る。このこと 
により、互いの立場や思いを認めたり、認められる学校・ 
園づくりを進める。 

・地区別懇談会および男女共同参画集会の開催勧奨対象地区数 32地区（全集落）とし、ウイズコ 
ロナの継続を踏まえる中、それぞれの目標数値をコロナ禍前の 2/3に据え、次のとおりとする。 

            Ｒ４           Ｒ５ 
地区別懇談会   １４地区、３６９人  ⇒ ２０地区、５００人    
男女共同参画集会  ３地区、 ７７人  ⇒ １０地区、２００人 

りゅうおう歴史文化講座 

 

竜王町人権教育・啓発基本方針 

人権地区別懇談会 
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(3) 人権意識の高揚に向けた教育・啓発の推進  【基本施策 23】  
 
・「竜王町人権教育・啓発基本方針」重点課題である 10の人権課題 

（子ども・障がい者・女性・高齢者・インターネット・同和問題・ 
患者・外国人・多様な性・さまざまな人権問題）への理解を深め 
る。 

・人権研修を通して、町民の生活の中に根付く「不合理な風習やし 
きたり」を改め、予断や偏見をなくす力を育てる研修会への参加 
を促し啓発に努める。 

・人権啓発セミナーでは、一人でも多くの人が人権について考える 
機会として、令和４年度同様に若い世代の参加に重点を置きつ 
つ、研修内容の精選とその進め方に工夫を凝らし、より効果的な 
啓発をめざす。 

・近年、SNS上では様々な差別言動が拡散している状況下、町民の 
メディアリテラシー向上に向けた研修機会として、「じんけんを考えるみんなのつどい」、「人権 
啓発セミナー（５回）」を開催するとともに、「しあわせはみんなのねがい」を作成（データ作成と 
厳選しての印刷製本対応）し啓発に努める。 

・コロナ禍が継続する中、令和５年度の参加者目標値 150人とする。（令和４年度のみんなのつ 
どい参加者数 138人の 10％増） 

 

５ 「する・みる・ささえる」豊かなスポーツライフの推進 

(1) 町民の健康・体力向上に向けたスポーツ活動の推進  【基本施策 14】 

 

・ 町スポーツ推進計画の目標である「町民一人ひとりのスポ 

ーツの日常化」をめざした健康体力づくりを進めるため、 

「する・みる・ささえる」をキーワードに、関係機関や団体 

との連携により運動やスポーツに親しむ機会を提案する。 

・ 地域や個々のライフステージに応じたスポーツ活動のコー 

ディネート機能を高めることにより、町民のスポーツ活動 

への動機づけや運動習慣の定着化を図るため、関係団体と 

連携し、積極的に出前講座や健康づくり教室を実施する。 

・ 令和６年度開催予定の町民運動会（ドラゴンピック）や誰も

が気軽に参加できるスポーツイベント（仮称「スポーツレク

リエーション祭」）の開催にむけ、町スポーツ協会等の関係団体と連携し企画検討を進める。 

・ 町広報や町ホームページ等を利用してスポーツに関わる各種事業や催しを紹介するとともに、

体力の向上や健康の増進に関する情報提供に努める。 

・ 学校体育施設利用者数 延べ 32,000人/年（令和５年 1月末 26,144人）、社会体育施設（武道

交流会館）利用者数 延べ 4,500人/年（同 3,790人）を目標とする。 

 

(2) 健康増進につながる運動習慣定着に向けた取組の充実  【基本施策 14】  

 
・ 地区の求めに応じた年間にわたる出前指導や町内外を巡る

ウォーキング事業、ニュースポーツやラジオ体操の実技指導

などを実施する。また、町内数か所を対象としたウォーキン

グマップの作成を引き続き行う。 

・ 健康推進アプリ「BIWA-TEKU（ビワテク）」を活用したスポー

ツ事業を積極的に実施し、楽しみながら運動習慣の定着が図

れるようにする。 

・ 正しいラジオ体操を普及するため、指導者を対象とした講習

会等に参加する。また、学校・園の長期休業期間中に地域で

実施されるラジオ体操会等への住民参加を促すため、スポーツ推進委員の派遣、ラジオ体操の

人権啓発セミナー 

レッツ・エンジョイ・ウォーキング 

竜王町スポーツフェスティバル 2022（ボッチャ） 
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説明チラシの配布等の取組を充実する。 

・ 令和４年度のレッツ・エンジョイ・ウォーキング参加者数が回平均 18人であるため、毎回 20

人を目標とする。 

 

(3) 第 79 回滋賀県国民スポーツ大会に向けた準備  【基本施策 14】 

 

・ 町内の各種催しや大規模商業施設等で、令和７年開

催の滋賀国民スポーツ大会（国民体育大会から改

称。令和６年開催の大会から適用）でのスポーツク

ライミング競技開催地であることの周知と、ボルダ

リング種目の普及啓発に努める。 

・ 竜王町スポーツクライミングアンバサダー（広報大

使）や町ホームページ、「しるみる竜王」による効

果的な情報発信を展開する。 

・ 国スポ大会本番に向け、国スポ推進室を新たに設

置するとともに、庁内実施本部および竜王町実行

委員会専門委員会（部会）を中心に、円滑な開催に

向けての具体的な準備を進める。 

 

(4)スポーツクライミングの選手育成とドラゴンボルダリングジムの活用  【基本施策 14】 

 

・ 令和７年開催の滋賀国民スポーツ大会に向けて出場できる選手育成を目的としたスポーツク

ライミング特定強化選手の育成を継続する。（令和５年度：５名を認定予定） 

・ 町総合運動公園内に県レベルの大会が開催可能な県下初となる公設ボルダリング施設（ドラ

ゴンボルダリングジム）が完成したことを受け、町内のみならず町外からも利用してもらえ

るよう、町地域振興事業団と連携して施設の魅力発信および利用者の確保に努める。また、国

スポに向けた情報発信拠点・選手育成拠点となるよう効果的な利活用を図る。 

・ ボルダリングの普及啓発、愛好者のすそ野を広げるため、町地域振興事業団や関係団体等と協

働して小学生等を対象としたボルダリング教室等を開催する。 

・ ボルダリング競技のアスリート育成を見据えた指導体制の構築に努める。 

・ ドラゴンボルダリングジム利用者数 延べ 5,600 人（20人×280日）を目標とする。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ボルダリング教室（妹背の里）  

第 79回国民スポーツ大会 

竜王町準備委員会設立総会・第１回総会 

スポーツクライミング特定強化選手 
練習会（ボルダリング） 

ドラゴンボルダリングジム（メインウォール） 
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(5) 第２期竜王町スポーツ推進計画の具現化  【基本施策 14】 

 

・ 第２期竜王町スポーツ推進計画（R４～R13：10 年計画）の施策の実現に向けて、町スポーツ

協会等の関係団体と連携し、町のスポーツ振興のあり方を検討する。 

・ 滋賀国民スポーツ大会の開催を契機に、町民のスポーツに対する意識高揚と行動に繋がるよう、

効果的な情報発信および町民等の事業への参画を積極的に推進する。 

・ 新しい生活様式（一人または少人数での実施、他の人との距離を確保等）を踏まえ、スポーツ

が持つ役割等の発信を積極的に行い、町民の健康意識の向上および健康寿命の延伸を図るため

の取組を行う。 

・ 「する・みる・ささえる」をキーワードとした、豊かなスポーツライフの実現に向けた取組を 

推進する。 

 

 

 

 

 

  

第２期竜王町スポーツ推進計画の施策体系 

１．次代を担う子どもの体力向上とスポーツ機会の充実 
・保育園、こども園、学校における運動（遊び）の推進 
・地域におけるスポーツ活動の推進 

２．心身ともに健康で豊かな生涯スポーツの充実 
・ライフステージにあわせた健康づくりの推進 
・「する・みる・ささえる」スポーツの参加促進 
・スポーツ協会・総合型地域スポーツクラブ活動の活性化 

３．スポーツ環境の充実 
・信頼される指導者・ボランティアの確保と育成 
・スポーツ推進委員活動の推進 
・学校体育施設の開放の推進 
・アスリートの育成 
・スポーツ情報の発信 
・社会体育施設等の充実 

４．スポーツによる活力とにぎわいの創出 
  ・各種関係団体との連携・協働の推進 

・スポーツを通じた交流促進 
・国民スポーツ大会、各種競技大会の推進 
・将来を担うアスリートの育成と競技の普及 
・国民スポーツ大会を契機とするスポーツレガシーの創出 
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